
 

2020 年度 地域の課題解決プロボノプロジェクト 成果報告会 開催レポート 

 

地域の課題解決プロボノプロジェクトの 2020 年度を総括するイベントとして、当年度の支援プロジェクトの

内容や成果について、他の町会・自治会の方々に向けて広く発表する「成果報告会」を開催しました。 

本年度はコロナ禍という環境下で、通常の町会自治会活動が滞る中でも、プロボノ支援を活用して前進した事

例を学んでいただきながら、プロボノについての理解を深め、プロボノプロジェクトによる成果を周知する機

会となりました。 

なお、緊急事態宣言下であったことから、視聴者・登壇者共にオンライン参加を中心とした運営としました。 

Zoom 等のオンラインツールに不慣れな方も視聴いただけるよう、2 か所のパブリックビューイング会場も設

けながら、できるだけ多くの方々が視聴可能な環境とするため、比較的簡単にアクセスが可能な YouTube に

よる配信を行いました。 

 

１．開催概要 

◼ 日時：2021（令和３）年 3 月 13 日（土）13 時 30 分～16 時 30 分 

◼ 参加方法： ①オンライン（ご自宅等でのインターネット視聴） 

      ②新宿または三鷹の生中継会場への来場（パブリックビューイング） 

◼ 参加費：無料 

 

当日は、町会・自治会所属の方々を中心に、区市町村の町会・自治会担当部門の方、まちづくりや町会・自治

会の活動に関心を持つプロボノワーカーはじめ企業・団体・個人の方等、多様な背景を持った約 170 名*の方

にご参加・ご視聴いただきました。本事業を経験した人の生の声を届け、新しい町会・自治会支援の方法とし

ての「プロボノ」について広く知っていただく機会となりました。また、イベント終了後にも動画の視聴人数、

視聴回数は伸び続けており（ユニーク視聴者数：270、視聴回数計：581／2021 年 3 月 21 日時点）、オンライ

ン開催により多くの方々にご覧いただける結果となりました。 

*YouTube の当日リアルタイムでの視聴者数（当日の同時視聴最大数）、パブリックビューイング来場での参加者数、登壇者、東京都、サ

ービスグラントスタッフを含む 

 

２．プログラム 

◆ 13:30-(15)  オープニング 

 東京都より開会挨拶 

 地域の課題解決プロボノプロジェクト事業概要 

 プロボノとは 

 本事業におけるプロボノ支援概要・実績 

◆ 13:45-(55) 【第 1 部】 

      「実践講座」を通じてホームページ等を作成し、情報発信に取り組んだ団体による成果報告 

 「実践講座」とは 

 Facebook ページ立ち上げ／ホームページ作成の計 3 団体とプロボノワーカーに

よるパネルトーク 

◆ 15:00-(80) 【第 2 部】 

            活動の後継や活性化など各地域の課題解決に「個別支援」で取り組んだ団体による成果報告 



 

 個別支援とは 

 登壇３団体とプロボノワーカーによるパネルトーク 

◆ 16:20-(10) クロージング 

 「プロボノ資料館」紹介 

 本イベント内容をまとめたプロボノワーカーによる「グラフィックレコーディ

ング」披露 

 

３．内容 

３－１．オープニング 

東京都生活文化局都民生活部地域活動推進課長・山本様からの開会挨拶に続き、事務局より、地域の課題

解決プロボノプロジェクトの実施概要、「プロボノ」についての基本的な情報、今年度のプロボノ支援内

容について紹介しました。 

 

３－２．【第 1 部】 

「実践講座」を通じてホームページ等を作成し、情報発信に取り組んだ団体による成果報告 

「実践講座」とは、事務局が開催する複数回の集合型講座への参加を通じて、プロボノワーカーのサポー

トを得ながら、町会・自治会の方ご自身が手を動かして、成果物を作成するものです。本年度の実践講座

は、インターネットを通じた情報発信に取り組みたいという町会自治会の方々を対象とした内容でした。

それぞれの町会自治会の Facebook ページを立ち上げる講座、または、ホームページを作成する講座に、

全部で 13 の町会自治会が参加しました。その中から、支援を受けた 3 つの町会・自治会と、成果物の作

成をサポートした 3 人のプロボノワーカーにお話いただきました。 

 

町会・自治会／登壇者名 区市町村 支援内容 

晴海テラス自治会 松谷  稔氏 中央区 

Facebook ページ立ち上げ 滝山住宅ふれあいの会 上田 和俊氏 東久留米市 

プロボノワーカー 桐岡 和希氏 

中十条三丁目町会 佐藤 晃氏 

村田 大八郎氏 
北区 

ホームページ作成 

プロボノワーカー 興津 和宏氏 吉崎 勝哉氏 

 

 

 

 

 



 

 

【トーク内容／Facebook ページ立ち上げ】 

※以下、晴海＝晴海テラス自治会 松谷氏、滝山＝滝山住宅ふれあいの会 上田氏、プロボノ桐岡＝プロボ

ノワーカー桐岡氏、●＝事務局（進行役） 

 

●Facebook ページ立ち上げの背景と、実践講座への参加理由について教えてください。 

晴海：タワーマンションの自治会。東京オリンピックの選手村が近いので周辺工事がたくさん行われて

いる。マンション 1 階の掲示板だけでは掲載スペースが限られており、そうしたたくさんある地域の情

報を、住民にタイムリーに発信したいということで今回 Facebook ページを作った。加えて、周辺地域

の“花鳥風月”、季節の移り変わりの様子や見えた景色など地域の魅力も発信できたらと考えて投稿して

いる。 

滝山：入居から 52 年が経ち、高齢化が顕著。防災をメインとした活動をしている。紙での情報発信は行

ってきたが、文章作成などの労力がかかり大変だと感じていたので、Facebook はスマホで手軽にすぐに

投稿、発信できる点がよい。実践講座終了直後の昨年（2020 年）12 月に焼き芋大会を開催するにあたり、

日々の情報発信と共に、イベントを盛り上げようと

考えた。そうした自治会の活動を、その当日だけで

なく前後も含めてほぼ毎日 Facebookページに投稿

している。 

プロボノ桐岡：プロボノワーカーとして、こうした

町会・自治会支援に携わったきっかけは、普段会社

勤めをしている中で、会社外での経験をしたいと考

えたことが大きい。 

 

●実践講座のどんなことが役立ちましたか？ 

晴海：Facebook ページ作成自体は、一人で作ろうと思えば作れるが、どうしても独りよがりになったり

偏ったりする可能性がある。プロボノワーカーさんや、一緒に実践講座に参加している他の町会・自治会

の方が作っているものを見ながら、客観的な視点を持ちながら作ることができた。 

滝山：一番は、焼き芋大会のチラシを全戸に配布する際に、Facebook ページの QR コードを掲載し、 

紙というアナログな紙媒体と、デジタル媒体を組み合わせた発信方法を知ることができたこと。今は高齢

者でもお孫さんと LINE を使っている人も多いので、スマホで撮影する QR コードは活用できる。 

 

●プロボノワーカーと一緒に取り組んでみてどう

でしたか？ 

晴海：お互い意見を交わしながら客観的な視点で作

成することができたと思う。 

滝山：自治会活動の後継者、若手の運営者をどのよ

う に 見 つ け る か を 考 え る 中 で 、 そ の た め に も

Facebook ページでの発信を学んでつなげていけた

らと思う。 



 

 

●プロボノワーカーとしてはどのような感想をお持ちですか？ 

プロボノ桐岡：今まで３～４つのプロジェクトでサポートをさせていただいたが、どの町会・自治会も後

継者不足という課題や問題意識は共通している。プロボノワーカー自身、そしてプロボノプロジェクト

を運営する NPO 法人サービスグラントで町会・自治会支援の経験値を積んでためていくことで、他の困

っている町会・自治会の方々にもアドバイスできることが増えていくのかなと思う。 

 

●Facebook ページを作ってよかったことを教えて

ください。 

晴海：情報発信ツールが増えたことで、発信できる情

報量が増えたこと。自治会活動だけでなく、晴海とい

う地域の魅力も発信できる。 

滝山：これから実施する活動やイベントについても、

当日だけでなく準備段階や、活動後の啓発としても

投稿を続けて盛り上げることができると思う。 

 

●今後、どのように Facebook ページを活用してい

きたいですか？ 

晴海：今はまだ一方通行的な情報発信になっている

面もあるが、今後は、Facebook ページでイベントの

申込を受け付けるなど、双方向的なコミュニケーシ

ョンができるような使い方をしていきたい。 

滝山：いまは私が 1 人でスマホで写真を撮って投稿

しているが、今後は、若手の住民やいろんな立場の人

からの情報発信を広げていきたい。投稿に対して「が

んばって」など、投稿を見た人からコメントが付くく

らい活発にできたらと思う。 

 

晴海テラス自治会 Facebook ページ https://www.facebook.com/harumiterrace 

滝山住宅ふれあいの会 Facebook ページ https://www.facebook.com/takiyamafureai 

  

https://www.facebook.com/harumiterrace
https://www.facebook.com/takiyamafureai


 

【トーク内容／ホームページ作成】 

※以下、中十条 佐藤＝中十条三丁目町会 佐藤氏、中十条 村田＝中十条三丁目町会 村田氏、プロボノ興

津＝プロボノワーカー興津氏、プロボノ吉崎＝プロボノワーカー吉崎氏、●＝事務局（進行役） 

 

●ホームページ作成の背景と、実践講座への参加理由に

ついて教えてください。 

中十条 佐藤：中十条三丁目町会は、交通の便が良く、

物価が安いなど住みやすいが、道路の拡幅工事と埼京線

の立体交差化を控え大幅な人口の減少が心配されてい

る地域にある。町内に５カ所設置されている掲示板はあ

まり見られていない、回覧を流してもなかなか廻らない

等、町会発信の「情報」は届いていない。ホームページ

を作って情報や活動をお知らせできたらという強い思いがあった。できることは何でもやってみれば、

という会長の後押しもきっかけとなった。 

 

●ホームページで工夫したところを教えてください。 

中十条 村田：工夫した点のひとつ目はワイヤーフレー

ム。グローバルページの下にページを細かに分けたメニ

ューを吊るして表示することによって、索引としての意

味合いが生まれ、見る人の目的に合った項目をすぐに検

索できるようにした。ワイヤーフレームの検討の中で、

町会としての特徴（財産目録、理事会の配置図、消火器

の配置図等）を入れ込んだ。２つ目は更新した情報をト

ップページ上部にわかりやすく掲載することで、いつ、

どこの項目や内容を変更したのかを案内することにし

た。３つ目は PDF ファイルへのリンクを設定したこと。

定期的に発行される掲示板や回覧版などは PDF ファイ

ルへのリンクを設定することで速やかに文面全体を示

すことができるのでたいへん使い勝手が良いと感じて

いる。 

 

●実践講座のどんなことが役立ちましたか？ 

中十条 佐藤：目的・目標を整理すること、対象者を設定すること等、基本的なことを学習できたことが

役に立ちった。ホームページをより良くするためには、ワイヤーフレームがいかに重要であるかという

ことがわかった。 

 

●ホームページを作ってよかったと思うことはどんなことでしょうか？ 



 

中十条 佐藤：これまで以上に町会活動を知ってもらえ

るようになった。回覧板、掲示板、メーリングリストに

加え、ホームページという情報伝達手段が増えたことは

町会にとって一歩前進。 

 

●今後、どのようにホームページを活用していきたいで

すか？ 

中十条 佐藤：「中十条音頭」を音で発信できるようにし、

町内の盆踊り大会へと繋げられればと思う。また、非常用発電機などの防災機器の操作方法を動画で発

信し、一人でも多くの皆さんが取り扱えるようにすると同時に、一緒に防災訓練を実施することによっ

て、町会活動の輪を広げて行きたい。 

 

●実践講座に参加しようと思ったきっかけを教えてください。 

プロボノ興津：伴走支援というスタイルのプロボノに興味をもった。団体さんと同じ目線で学びながら

アドバイスできればお役に立てると思った。 

プロボノ吉崎：忙しい時期だったので長期プロジェクトへの参加は難しいが、講座当日のサポートなら

参加できると思った。 

 

●団体と一緒に取り組んでみてどうでしたか？ 

プロボノ興津：住んでいる地域の自治会を担当することになって親しみがわいた。疑問点に対してはタ

イムリーに答えるなど納得できるサポートができたと思う。 

プロボノ吉崎：近くて遠い存在なのが町会自治会。一緒に課題に向き合えたことがよかった。作るのはあ

くまで町会自治会でプロボノはナビゲーターとしてサポートすることに集中できた。 

 

●実践講座に参加しての感想を教えてください。 

プロボノ興津：団体とのコミュニケーションをとりながらスキルアップもできた。プロボノは自分を見

つめる活動であることを実感した。 

プロボノ吉崎：実際にお話を聞けたことが貴重な経験でプロボノの醍醐味。町会自治会の課題は共通し

ているが解決に向けては個別対応が必要であることを痛感。それがやりがいであったと感じている。 

 

中十条三丁目町会ホームページ https://naka3chokai.wixsite.com/kita-tokyo 

 

  

https://naka3chokai.wixsite.com/kita-tokyo


 

【質疑応答】 

質問：高齢者はメールや IT 関係が使えないという方もい

らっしゃる。紙媒体と並行した情報発信が必要と思うが、

Facebook やホームページは高齢者の方は使えている

か？  

滝山：情報の発信はハードルが高いと思うが、情報を受

け取ることはできる高齢者も多い。お孫さんと会話をす

るのに LINE を使う、スーパーのチラシをスマホで見る

という方もいるので活用は広がっているように思う。また、Facebook の特徴は文字の情報が少なくて済

む。風景や笑顔など、どんどん発信できる。気軽に取り組もうと思っている。 

中十条 佐藤：町会活動は顔と顔を合わせてコミュニケ―ションをはかることが基本と理解している。ホ

ームページと、顔を合わせたコミュニケーションを合わせてやっていくことで町会の発展につながる。 

中十条 村田：将来、若い人がホームページを受け継いでくれれば町内で活用できる。スマホを買った高

齢者に教えることも考えている。 

 

【動画紹介（ホームページ作成）】 

・志茂四丁目町会（北区） 

・北新宿三丁目町会（新宿区） 

・四谷二丁目町会（新宿区） 

 

３－３．【第２部】 

活動の後継や活性化など各地域の課題解決に「個別支援」で取り組んだ団体による成果報告 

 

「個別支援」は、第 1 部でご紹介した「実践講座」で取り扱う以外のテーマについて、支援先となる町

会・自治会ごとに、プロボノが 5 名前後のチームを結成して支援に取り組むプログラムです。運営を改

善したい、参加の輪を広げたい、活動を刷新したい、といった、それぞれの町会・自治会がお持ちの課題

に対し、それが解決に向かうような具体的な成果物を作成していきました。本年度の個別支援は、全部で

6 つの町会・自治会が参加しました。その中から、支援を受けた 3 つの町会・自治会と、成果物の作成を

サポートした 3 人のプロボノワーカーにお話しいただきました。 

 

町会・自治会／登壇者名 区市町村 支援内容 

南新井自治会 伊藤 裕造氏 日野市 

住民の意識調査・改善提案 

プロボノワーカー 小林 理砂氏 

駒形町会 永井 文雄氏 

     髙島 賢一朗氏 
 台東区 業務の棚卸し・運営改善提案 



 

プロボノワーカー 秋山 千起氏 

芝浦アイランド自治会 栗山 由美氏  中央区 

オンラインイベント企画立案 

プロボノワーカー 渡邉 健太郎氏 

 

 

【トーク内容／南新井自治会 住民の意識調査・改善提案】 

※以下、南新井＝南新井自治会 伊藤氏、プロボノ小林＝プロボノワーカー小林氏、●＝事務局（進行役） 

 

●プロボノ支援を活用しようと思った理由／プロジェクトに参加した理由について教えてください。 

南新井：戸建てが多く立ち並ぶエリア。祭りが最大のイベ

ントだったが台風時の避難を経験し防災に関する機運が

高まり、今後は祭りと並んで防災への取り組みを考えてい

る。自分自身のシニア後の活動対象としてプロボノを考え

ている中で自治会の役員になることが決まり、改めて自治

会について考えた際、自分たちだけで解決しようとせずに、

他の町会自治会の事例を知ることが必要と思い参加した。 

プロボノ小林：コロナをきっかけに社会課題に目が向くようになった中でプロボノを知り迷わず申し込

んだ。住民目線での地域活動を考えていこうという南新井自治会の考え方に共感したことで手を挙げた。 

 

●「個別支援」で取り組むテーマを住民の意識調査・改善提案とした経緯を教えてください。 

南新井：いろいろな課題や問題点は従来から認識していたが祭りという一大イベントに集中し手がつけ

られていなかった。自治会の会員や地域住民が何を自治会に求めているのか、自治会のメリットをどう

示すことができるかを考えるにあたってまず意識調査を行って、その後に改善提案ができないかと思い 

このテーマを選んだ。 

 

●プロボノプロジェクトでは、どのような手順で住民の意識調査を進めていきましたか？ 

南新井：重視したことは 3 点ある。１点目は誰に聞くかということ。会員はもちろんだが会員になって

いない地域住民もアンケートの対象にしたかった。この地に定住を考えている家族がいる方をペルソナ

像として考え、戸建てのお宅と家族向けの集合住宅にお住まいの非会員 200 世帯も対象とした。2 点目

は、意識調査の前にプロボノには個別ヒアリングをお願いし、町会を辞めた理由など、質問項目を考える

上で参考にしていただいたこと。3 点目は紙でのアンケートにこだわったこと。紙でないと回収できない

と思い自治会側でも協力して実施した。結果、４分の３は紙での回答となった。 

プロボノ小林：自治会は住民の自主団体であって、活動は防災安全など公共的なものであり、特定のター

ゲットに届けたいというものではない。いかに住民の方を引き付けるかという難しさを感じた。一方で、

このプロジェクトを通じて地域の大切さの気づきの機会となった。 

 



 

●プロボノプロジェクトの成果物についてご紹介をお願いします。 

プロボノ小林：キックオフミーティングで目的や進め方を確認し、事前調査として個別ヒアリングをし

た。自治会離れの背景について仮説をたて、検証できるような質問項目を考えた。自治会よりフィードバ

ックをいただきながら質問項目を確定した。調査アンケートの回収率 45％ということで広く協力いただ

くことができた。集計時点で結果から見えた課題と改善

施策をお示しし、その後、重点項目を提示いただいて最終

的に提案した。 

南新井：防災を軸に替えていこうという自治会側の計画

とプロボノプロジェクトでの検討が同時に進行していた。 

自治会側でやりだしていることとプロボノと協働しなが

ら、提案いただいたこともどんどん取り込んでいく。お互

いにチューニングしながら進めていけたと思う。 

 

●今後、成果物をどのように活用されたいですか？ 

南新井：役員の任期が１年で現役員は３月で終了する。

今回、アンケートの分析や改善案の提示で、できること

は今年度すでに始めている。提案内容はたいへん良いし

住民のニーズもわかってきたので、ぜひ来年度の活動に

つなげたい。４月の総会資料に今回の内容を盛り込んで、

自治会の活動を継続するために新役員と連携しながら

進めたい。 

 

 

●プロジェクトを実施してよかったこと、参加してよかったことについて教えてください。 

南新井：今回の活動は住民からの評価も高い。地域の中でもプロボノ活動ができないかと考えている。 

既に役員をサポートする委員に入ってきた方もいて、今回の活動がつながったことを感じている。コロ

ナ禍で打ち合わせはオンラインでしたので、プロボノチームの皆さんと最後までお会いできなかったこ

とは残念です。機会があればぜひ直接お会いしたいと思います。 

プロボノ小林：個人的にも勉強になって地域のつながりの大切さを考えさせられた。ご一緒した他のプ

ロボノメンバーの皆さんもとても素晴らしく楽しかった。チームワークで学ぶことも大きかった。本業

以外のところで社会とかかわることは自分の幅を広げていく。ぜひプロボノの活動は続けていきたい。

最終提案に対して、自治会の皆さんから評価をいただき嬉しかった。 

  



 

【トーク内容／駒形町会 業務の棚卸し・運営改善提案】 

※以下、駒形 永井＝駒形町会 永井氏、駒形 髙島 ＝同 髙島氏、プロボノ秋山＝プロボノワーカー秋山

氏、●＝事務局（進行役） 

 

●プロボノ支援を活用しようと思った理由／プロジェクトに参加した理由ついて教えてください。 

駒形 永井：役員の高齢化、なり手不足で行き詰まってい

た。若い人に役員として入ってもらいたいと考えており、

ぜひプロボノの力を借りて活性化しようと考えた。プロジ

ェクト化が決まり、若手役員にも参画してもらおうと声を

かけた。 

プロボノ秋山：5 人のチームで PM（プロジェクトマネー

ジャー）を担当。会社で PM 業務の経験があり、仕事の経

験が役立つのは素敵なことと思い参加した。他のメンバーは仕事で業務の棚卸しや業務フローづくりを

している、対象地域の近くに住んでいる、などプロジェクトとの関わりもあり、とても頼もしいチームだ

った。 

 

●プロボノプロジェクトでは、どのような手順で業務の可視化と整理を進めていきましたか？ 

プロボノ秋山：最初にヒアリング、次に情報をまとめて

成果物づくりという 2 つのステップを踏んだ。町会の

方々へのヒアリングや資料確認では、まとめるイメージ

を基にした抜け漏れのない質問項目を作成することと、

業務の目的を同時にお聞きして課題の抽出をすることを

意識した。情報をまとめて業務手順書にするステップで

は、端的でわかりやすいこと、納品後も町会で使い続け

ていただける形にすることにこだわった。他の部にも横展開でき、今後の情報更新がスムーズにできる

ことを意識した。作業の節目で役員の皆さんに確認し、意見を反映しながら進めることができた。 

 

●プロボノプロジェクトの成果物についてご紹介をお願いします。 

プロボノ秋山：主要成果物の一つは業務一覧表。ヒアリングでお聞きした総務・会計業務をタスクレベル

で一覧化し、いつ誰がどんな量の業務をしているかわかるようになっている。繁忙期や特定の人への業

務の集中も見える化することで、事前の業務調整・作業量の予測・他部署の業務把握ができる。入力項目

や、利用上の留意点をまとめた仕様書も作成した。もう一つの成果物は業務概要書。業務に参画する人向

けの説明に役立てていただきたい。 

なお、業務一覧表と業務概要書は、プロボノ資料館にあ

る富ヶ谷町会さんの事例を参考に作成した。こうしたア

ーカイブは大変役立つと思った。 

当初予定になかったが、組織図も作成。初めて町会に参

画される方にとって、責任者や業務を俯瞰して見られる

ものがあると良いと考えた。同じく作成した求人概要書



 

は、町会役員以外の、初めて業務に参画いただけそうな人に呼びかけられるようサンプルを作成した。 

駒形 永井：長時間にわたるヒアリングにより私たちがどこで困っているかを緻密に考えていただいた。

成果物は町会の宝物と思っている。持続、ブラッシュアップするため、これからが町会の出番。プロボノ

チームの期待に応えられるよう頑張っていきたい。 

駒形 髙島：若手世代は今までは先輩方の背中を見て覚える面があった。第三者の目から見た客観的な資

料ができたことで、将来への不安が和らいだ。 

 

●プロジェクトを実施してよかったこと、参加してよかったことについて教えてください。 

駒形 永井：次の世代につなげるため、若手と一緒にプロ

ジェクトを進めたこと。人数は多くなったが一緒に考え

て、共有できたことが良かった。 

駒形 髙島：生まれ育った駒形を盛り上げるため、若いこ

ろから色々な行事に参画してきた。今回のプロジェクト

で、それら町会業務を維持するベースができたことが本

当に嬉しい。 

プロボノ秋山：町会を支援するプロジェクトに初めて参加したメンバーが多く、地域の課題を実感でき

たのは得難い経験だったという感想が聞かれた。今回作成した資料を持続的に使いたいと言っていただ

いたり、活動改善のモチベーションアップの様子を拝見したりと、町会の方々に喜んでいただけたこと

がチームの満足感につながった。自分自身も普段の業務を改めて見直す機会となり、社会人として成長

の機会をいただいた。 

 

●今後、成果物をどのように活用していく予定ですか？ 

駒形 永井：成果物で明らかになった業務に対し、どう役割分担をしていくか、足りないところは何か、

書き加えることがあるかもしれない。皆に共有するのを楽しみにしている。リクルートの雛型も作って

いただいたので、これを機会に町会内に住んでいる人に声を掛けて、一緒に活動していきたい。 

駒形 髙島：更に使いやすく、わかりやすくなるよう改良を重ねて、町会に参画したいと思われるような、

「町の参考書」のようなものにしていきたい。 

 

 

【トーク内容／芝浦アイランド自治会 オンラインイベント企画立案】 

※以下、芝浦 ＝芝浦アイランド自治会 栗山氏、プロボノ渡邉＝プロボノワーカー渡邉氏、●＝事務局

（進行役） 

 

●プロボノ支援を活用しようと思った理由／プロジェク

トに参加した理由について教えてください。 

芝浦：いつも自治会役員で企画運営をしてきたが、外部の

視点から触発されたいと考えた。 

プロボノ渡邉：普段の会社での仕事以外にも世の中との

接点をつくりたいと思っていた。芝浦は普段仕事で通り



 

かかることもあり、興味を持った。 

 

●プロボノプロジェクトでは、どのような手順でオンラインイベント企画立案を進めていきましたか？  

プロボノ渡邉：規模を縮小して実施されていた清掃活動・防犯活動にチームで参加。実際に参加者の声を

聞いたり、居住者やエリアの様子を見たりして、企画を考える際の参考とした。現地見学や自治会とのミ

ーティング等、役員の皆さんに会議室のご手配・感染症対策でたくさんのご配慮をいただいた。 

芝浦：すぐに企画を立てるのではなく、自治会活動にチームが参加し、役員や会員の声を聞いていたこと

が一番重要だったと思う。結果、現状に即した企画提案をいただいた。ヒアリングにより要件をリストア

ップしていただき、それに沿って提案をブラッシュアップできたのも効果的だった。 

 

●成果物内容のご紹介と、成果物のご感想をお願いします。 

プロボノ渡邉：成果物としては計 6 点の提案。①清掃ア

プリを活用した「フォトコンテスト」、②家族や小グルー

プでの現地実施とオンライン意見交換を組み合わせた

「アイランド防犯点検イベント」、③散歩アプリ活用を提

案した「ながらパトロール」、④自治会と住民との意見交

換など音声ファイル配信を提案した「ラジオ番組」、⑤ゲ

ーム性のある「ごみの投稿で 50 音 MAP 作成」、⑥写真

投稿をベースとした「アイランドの Web 写真館」。 

工夫した点は、ヒアリング結果から導き出した 11 点の必要要件。各提案を評価し、×や△の評価となる

要件に対しては、できるだけ○に近づけられないか検討しながら、自治会の実情に沿った企画となるよ

うアイデアをブラッシュアップした。 

芝浦：実現可能性の高い企画を提案いただいた。約 4 か月のプロジェクト期間があったため、都度役員

会に進捗や提案内容を共有し、双方向のフィードバックができた。今回のテーマだった美化・防犯以外の

マーケティング、イベント担当役員の間でも、提案のあった企画を実施に進めたいという気運が醸成さ

れた。 

 

●今後、成果物をどのように活用されたいですか？ 

芝浦：清掃アプリ活用イベントは、2021 年 4 月実施に向

けて住民にお声掛け予定。コロナ前の 300 人近い参加人

数規模に戻ってきた段階となれば、他地域にも取り組み

を発信したい。 

また、今ある自治会のイベントと組み合わせて相乗効果

を狙いながら実施したい。毎年恒例の「しままつり」と

「Web 写真館」を組み合わせることで地域愛を醸成した

り、清掃活動と「ながらパトロール」「（派生形の）わんわ

んパトロール」を組み合わせることで美化・防犯を推進し

たり、といったことを考えている。 

 



 

●プロジェクトを実施してよかったこと、参加してよかったことについて教えてください。 

芝浦：自治会活動は基本的なことを継続すること自体もチャレンジ。その上で新しい切り口の提案を上

乗せできる良い機会となった。各地域の活動にプロボノワーカーが参画することで、団体同士の協働や

学び合いにも期待している。 

プロボノ渡邉：今までほとんど参加していなかった地域活動をする機会となった。また、自治会の方々が

住民のために活動しているのを見て、自分のためだけでなく誰かのために働く精神の大切さを感じた。 

 

 

【質疑応答】 

質問：地域の課題解決には結果が出るまでに時間がかか

り、プロセスもたくさんある。どの部分で支援があること

が一番有効だと思うか？ 

南新井：欲張った答えをすると全部。とは言え、いつまで

も支援を期待してはいられないので、立ち上げ時期、企画

や準備の段階でご支援いただければ、実行は自分達でで

きるのではないかと思う。 

駒形 永井：色々な提案をいただく中で、町会側が欲張っ

てしまうところもあると思う。その中でプロボノチームと一緒に「目的は何か」に常に立ち返り、自分達

としても明確にできたことが良かったと思う。 

芝浦：今回感じたのは、自治会メンバーは常に忙しく、課題解決に使う時間がなかなか無いということ。

企画の部分で支援をいただいたのは前に進むきっかけになった。それを受け取って実行し、PDCA を回

していく責任が自治会側にあると感じている。提案をそのままにしないためにも、フォローアップの会

などあると、実行の励みにもなるかと思う。 

 

質問：（オンラインイベント企画立案について）「ながらパトロール」など、若い人が対象のイベントかと

思うが、実際にヒアリングは若い人たちにもされたのか。どのような経緯で、今回のイベント案になった

のか。 

プロボノ渡邉：実際に現地に伺い、イベントに参加している人や住民にファミリー層が多い様子だった。

子どもと一緒に参加したいという声も聞いた上で企画を提案した。もちろん年配の方も自治会内にはい

らっしゃると思うので、自治会の皆さんには例えばアプリ使用方法の周知に課題が想定されるとお伝え

した。 

芝浦：参加者・役員へのヒアリングと、活動参加を基にした提案だった。役員会のキーメンバーで検討し

た際も、特に「ながらパトロール」と、派生形の「わんわんパトロール」が子育て世代に高評価だった。 

 

 

【動画紹介（個別支援）】 

・チラシ、パンフレット作成：グリーンコートレジデンス自治会（小平市） 

・町会費収集に関する課題の見える化・解決策の提案：東中野五丁目小滝町会（中野区） 

 



 

３－４．【クロージング】 

終わりに、本事業の成果物を閲覧・ダウンロード可能な「プロボノ資料館」の紹介と、今回のイベントの

「グラフィックレコーディング」をプロボノワーカーが披露し、3 時間のイベントを締めくくりました。 

グラフィックレコーディング作成：文谷隆（プロボノワーカー） 


